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R

ボリュームコピーの再コピー - SANtricity CLI

recopy VolumeCopy targetコマンドは’既存のボリューム・コピー・ペアを使用してボリ
ューム・コピー操作を再開します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ファームウェア・バージョン7.83では’copyType=(online | offline)パラメータは使用されなくな
りました

このコマンドは、Snapshotイメージのボリュームコピーペアに対して有効です。

このコマンドは、Snapshotイメージボリュームを使用して作成したボリュームコピーペアと連携します。

ボリュームコピー処理を開始すると、ターゲットボリューム上の既存のデータはすべて上書き
され、ターゲットボリュームがホストに対して読み取り専用になり、ターゲットボリュームに
関連付けられているSnapshotイメージボリュームがある場合はすべて使用が停止されます。以
前にターゲットボリュームをコピーとして使用したことがある場合は、データが不要になって
いること、またはデータをバックアップ済みであることを確認してください。

構文

recopy volumeCopy target [targetName]

[source [sourceName]]

[copyPriority=(highest | high | medium | low | lowest)]

[targetReadOnlyEnabled=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

1



パラメータ 説明

「target」と入力します ボリュームコピー処理を再開するターゲットボリュ
ームの名前。ターゲットボリューム名は角かっこ（[]

）で囲みます。ターゲットボリューム名が特殊文字
を含んでいる場合は、ターゲットボリューム名を二
重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があ
ります。

「source」を参照してください ボリュームコピー処理を再開するソースボリューム
の名前。ソースボリューム名は角かっこ（[]）で囲み
ます。ソースボリューム名に特殊文字が含まれてい
る場合は、ソースボリューム名を二重引用符（""）で
囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。

「copyPriority」 ホストのI/Oアクティビティに対するボリュームコピ
ーの優先度。有効な値
は’highest’high’high’medium’low''low’lowest`です

targetReadOnlyEnabled ターゲットボリュームへの書き込みを可能にする
か、ターゲットボリュームからの読み取りのみを可
能にするかを選択する設定。ターゲット・ボリュー
ムに書き込むには’このパラメータをFALSEに設定し
ますターゲット・ボリュームに書き込みできないよ
うにするには’このパラメータをTRUEに設定します

注：

コピー優先度は、ボリュームコピーペアのソースボリュームとターゲットボリュームの間のデータのコピーに
使用されるシステムリソースの量を定義します。最高の優先度レベルを選択すると、ほとんどのシステムリソ
ースを使用してボリュームのコピーが実行されるため、ホストのデータ転送パフォーマンスが低下します。

最小ファームウェアレベル

6.10

7.83で’copyType=(online | offline)パラメータが削除されました

無効になったドライブポートを回復する - SANtricity CLI

recover disabled drivePortsコマンドは’無効なドライブ・ポートをリカバリします

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。
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ロール

このコマンドをE2800、E5700、EF600、またはEF300ストレージアレイに対して実行するには、Storage

Adminロールが必要です。

構文

recover disabled drivePorts;

例

recover disabled drivePorts;

SAS ポートの誤配線を修復する - SANtricity CLI

「recover sasPortの誤配線」コマンドは、誤配線状態からリカバリするための修正措置
が実行されたことをコントローラに通知します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

誤配線が検出されたために無効になったSASポートが、コントローラによって再有効化されます。SASの誤配
線状態を修正してからこのコマンドを実行してください。

SASの誤配線状態とは次のいずれかです。

• 無効なSASトポロジです

• コントローラのホストポートから拡張トレイへの接続

• イニシエータからドライブトポロジへの接続

• ESMの誤配線

構文
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recover sasPort miswire

パラメータ

なし

注：

誤配線状態が検出されると、コントローラファームウェアは次の内容を報告します。

• 誤配線状態が存在することを示す重大MELイベント

• 「Needs attention」状態です

• 誤配線を示すリカバリアクション

また、誤配線が原因でアクセスパスが1つしかないドライブ、ESM、およびトレイ（ストレージアレイの下段
のトレイなど）についても、「冗長性が失われました」という情報が報告されます。冗長性の損失情報はSAS

トポロジに固有のものではありません。

SASポートの誤配線に関連するイベント通知を次に示します。

• SASの誤配線が検出されました

• HBAがドライブチャネルに接続されています

• ドライブチャネルはクロス配線されています

誤配線状態の際、SASドメインの整合性を保護するためにコントローラが1つ以上のSASポートを無効にする
場合は、次の手順に従ってこの状態からリカバリしてください。

1. 間違った場所にあるケーブルを特定して取り外します。最後に新しいケーブルを取り付ける作業を行った
場合は、これが最も可能性の高い方法です。そうでない場合は、ストレージアレイの一部ではないデバイ
スに接続されているケーブルまたはチャネル間で接続されているケーブルを探してください。リカバリイ
ベントでは、誤配線が検出されたチャネル、および場合によってはトレイが報告されます

2. ケーブルを取り外した後、またはケーブルを正しい場所に移動した後、「recover sasPort eぶ る」コマン
ドを実行します。誤配線が検出されたときに無効になったSASポートが、コントローラによって再有効化
されます。

3. 誤配線が原因で取り外したケーブルまたは正しい場所に移動したケーブルが無効にしたポートへの唯一の
アクセスをコントローラに提供していた場合、コントローラは無効にしたSASポートを再有効化できませ
ん。リカバリを完了するには、ストレージアレイ内のトレイの電源を再投入する必要があります。

最小ファームウェアレベル

8.10で

RAIDボリュームの回復 - SANtricity CLI

recover volumeコマンドは’ドライブ上のユーザー・データ領域を初期化せずに’指定され
たプロパティを持つRAIDボリュームを作成します
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サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

パラメータ値は、ストレージアレイのリカバリプロファイルデータファイル（「recovery-profile.csv」）から
取得されます。このコマンドを使用すると、既存のボリュームグループにリカバリボリュームを作成したり、
新しいボリュームグループを作成したりできます。

このコマンドはコマンドラインからのみ実行できます。GUIスクリプトエディタからこのコマ
ンドを実行することはできません。ストレージ管理GUIを使用してボリュームをリカバリする
ことはできません。

このコマンドをDynamic Disk Pool（DDP）ボリュームに対して使用することはできません。

構文

recover volume

(drive=(<em>trayID</em>,[<em>drawerID</em>,]<em>slotID</em>)) |

(drives=<em>trayID1</em>,pass:quotes[[<em>drawerID1</em>,]<em>slotID1 ...

trayIDn,</em>[<em>drawerIDn,</em>]<em>slotIDn</em>)) |

volumeGroup=<em>volumeGroupName</em>))

[newVolumeGroup=<em>volumeGroupName</em>]

userLabel="<em>volumeName</em>" volumeWWN="<em>volumeWWN</em>"

capacity=<em>volumeCapacity</em>

offset=<em>offsetValue</em>

raidLevel=(0 | 1 | 3 | 5 | 6)

segmentSize=<em>segmentSizeValue</em>

dssPreAllocate=(TRUE | FALSE)

SSID=<em>subsystemVolumeID</em>

[owner=(a|b)]

[cacheReadPrefetch=(TRUE | FALSE)]

[dataAssurance=(none | enabled)]

[hostUnmapEnabled=(TRUE | FALSE)]

[blockSize=blockSizeValue]

パラメータ
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パラメータ 説明

「ドライブ」または「ドライブ」 リカバリ対象のボリュームを追加するボリュームグ
ループに割り当てるドライブ。大容量ドライブトレ
イの場合は、ドライブのトレイIDの値、ドロワーID

の値、およびスロットIDの値を指定します。小容量
ドライブトレイの場合は、ドライブのトレイIDの値
とスロットIDの値を指定します。トレイIDの値は'0

～99ですドロワーIDの値は「1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID

の値は角かっこ（[]）で囲みます。

「volumeGroup」のように指定します ボリュームを作成する既存のボリュームグループの
名前。（ストレージアレイ内のボリュームグループ
の名前を決定するには、「show storageArray

profile'」コマンドを実行します）。

「newVolumeGroup」と入力します 新しいボリュームグループに付ける名前。新しいボ
リュームグループ名は二重引用符（""）で囲みます。

「userLabel」のように入力します リカバリするボリュームの名前。ユーザーラベルに
は、次の2つの部分があります。

• ボリューム名。ボリューム名は二重引用符（""）
で囲みます。

• ボリュームのWorld Wide Name（「
volumeWWN」）。16バイトの識別子
（60080E500017B4320000000049887D77など）
で指定します。識別子は二重引用符（""）で囲み
ます。

ボリューム名とボリュームのWorld Wide Nameの両
方を入力する必要があります。最初にボリューム名
を入力する必要があります。例：

userLabel="engdata"

volumeWWN=60080E500017B43200000000

49887D77
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パラメータ 説明

「容量」 ストレージアレイに追加するボリュームのサイズ。
サイズは’bytes’KB’MB’GB’TB’の単位で定義されます

「offset」 ボリュームグループの先頭から参照されるボリュー
ムの先頭までのブロックの数。

raidLevel ドライブが含まれているボリュームグループのRAID

レベル。有効な値は'0’1' 3’5`または'6`です

「segmentSize」のように表示されます コントローラがボリュームグループ内の1つのドライ
ブに書き込めるデータ量（KB）を指定します。有効
な値は'8’16’32’64’128’です 「256」または「512」。

dssPreAllocate 将来的なセグメントサイズの変更に備えてボリュー
ムのストレージ容量の割り当てをオンまたはオフに
するための設定。割り当てをオンにするには’このパ
ラメータをTRUEに設定します割り当てを無効にする
には’このパラメータをFALSEに設定します

「ssid」 ボリュームのストレージアレイサブシステムの識別
子。show volumeコマンドを使用して’ストレージ・
アレイ・サブシステムの識別子を確認します

「owner」をクリックします ボリュームを所有するコントローラ。有効なコント
ローラ識別子は「a」または「b」です。「a」はスロ
ットAのコントローラ、「b」はスロットBのコントロ
ーラです所有者を指定しない場合は、コントローラ
ファームウェアによって所有者が決定されます。

「cacheReadPrefetch」というメッセージが表示され
ます

キャッシュ読み取りプリフェッチをオンまたはオフ
にする設定。キャッシュ読み取りプリフェッチをオ
フにするには’このパラメータをFALSEに設定します
キャッシュ読み取りプリフェッチをオンにするには’

このパラメータをTRUEに設定します

hostUnmapEnabled このパラメータがTrueに設定されている場合’ホスト
はボリュームへの問題 UNMAPコマンドを許可されま
すUNMAPコマンドは、リソースプロビジョニングさ
れたボリュームでのみ実行できます。

「ブロックサイズ」 この設定はボリュームのブロックサイズ（バイト）
です。

注：

ストレージ管理ソフトウェアは、監視対象のストレージアレイのリカバリプロファイルを収集して、ストレー
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ジ管理ステーションにプロファイルを保存します。

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

'drive’パラメータまたは’drivs’パラメータを使用してボリュームをリカバリしようとし’ドライブが未割り当て
状態の場合’コントローラは自動的に新しいボリューム・グループを作成します新しいボリューム・グループ
の名前を指定するには’newVolumeGroup’パラメータを使用します

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

ownerパラメータは’ボリュームを所有するコントローラを定義しますボリュームの優先コントローラ所有者
は、ボリュームグループを現在所有しているコントローラです。

ストレージ容量を事前に割り当てます

dssPreAllocateパラメータを使用すると’ボリュームの再構築に使用される情報を格納するための容量をボリュ
ームに割り当てることができますdssPreallocate’パラメータをtrueに設定すると’コントローラ・ファームウェ
アのストレージ・スペース割り当てロジックにより’将来のセグメント・サイズの変更に備えてボリューム内
のスペースが事前に割り当てられます事前に割り当てられたスペースは、許容される最大セグメントサイズで
す。コントローラデータベースから取得できないボリューム構成を適切にリカバリするには’dssPreAllocateパ
ラメータが必要です事前割り当て機能をオフにするには’dssPreAllocateを’FALSE’に設定します

セグメントサイズ

コントローラがボリューム内の1つのドライブに書き込めるデータブロックの数は、セグメントのサイズによ
って決まります。各データブロックには512バイトのデータが格納されます。データブロックはストレージの
最小単位です。セグメントのサイズによって、格納されるデータブロックの数が決まります。たとえば、8KB

のセグメントには16個のデータブロックが含まれます。64KBのセグメントには128個のデータブロックが含
まれます。

セグメントサイズの値を入力すると、その値は、実行時にコントローラで指定される、サポートされている値
と照合されます。入力した値が無効な場合、コントローラは有効な値のリストを返します。1つの要求に対し
て1つのドライブを使用することで、他のドライブでは他の要求に同時に対応できます。

ボリュームが属している環境で、1人のユーザが大量のデータ（マルチメディアなど）を転送している場合
は、1つのデータ転送要求を1つのデータストライプで処理すると、パフォーマンスが最大化されます。（デ
ータストライプはセグメントサイズであり、これに、データ転送に使用されるボリュームグループ内のドライ
ブ数が掛けられます）。 この場合、同じ要求に対して複数のドライブが使用されますが、各ドライブへのア
クセスは1回だけとなります。

マルチユーザデータベースまたはファイルシステムのストレージ環境で最適なパフォーマンスを実現するに
は、データ転送要求を満たすために必要なドライブ数が最小限になるように、セグメントサイズを設定しま
す。
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キャッシュ読み取りプリフェッチ

キャッシュ読み取りプリフェッチを使用すると、コントローラは、ホストによって要求されたデータブロック
をディスクから読み取ってキャッシュにコピーすると同時に、追加のデータブロックをキャッシュにコピーで
きます。これにより、以降のデータ要求をキャッシュから処理できる可能性が高くなります。キャッシュ読み
取りプリフェッチは、シーケンシャルデータ転送を使用するマルチメディアアプリケーションにとって重要で
す。使用するストレージアレイの設定によって、コントローラがキャッシュに読み込む追加のデータブロック
の数が決まります。「cacheReadPrefetch」パラメータの有効な値は「TRUE」または「FALSE」です。

最小ファームウェアレベル

5.43

7.10で、RAID 6レベル機能と「newVolumeGroup」パラメータが追加されました。

7.60で’drawerID’ユーザ入力が追加されました

7.75で’dataAssuranceパラメータが追加されました

8.78で’hostUnmapEnabled’パラメータが追加されました

11.70.1に’blocksize’パラメータが追加されました

同期ミラーリングリポジトリボリュームの再作成 - SANtricity
CLI

recreate storageArray mirrorRepositoryコマンドは、以前のミラーリポジトリボリューム
に定義されたパラメータを使用して、新しい同期ミラーリングリポジトリボリューム（
ミラーリポジトリボリュームとも呼ばれます）を作成します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロ
ールが必要です。

コンテキスト（Context）

ファームウェアバージョン7.80では、recreate storageArray mirrorRepositoryコマンドは廃止さ
れました。GUIまたはCLIでは、このコマンドはサポートされなくなりました。このコマンドを
実行しようとすると、この機能がサポートされなくなったこと、および指定したリモートミラ
ーリポジトリに対する変更が行われないことを示すエラーメッセージが返されます。

前提として、ミラーリポジトリボリュームが以前に作成済みである必要があります。このコマンドでは、ユー
ザ定義のドライブ、ユーザ定義のボリュームグループ、またはユーザ定義のミラーリポジトリボリューム用ド
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ライブ数の3つのうちのいずれかを使用してミラーリポジトリボリュームを定義できます。ドライブ数の定義
を選択する場合は、コントローラファームウェアによって、ミラーリポジトリボリュームに使用するドライブ
が選択されます。

構文（ユーザ定義のドライブ）

recreate storageArray mirrorRepository

repositoryRAIDLevel=(1 | 3 | 5 | 6)

repositoryDrives=(<em>trayID1</em>,pass:quotes[[<em>drawerID1,</em>]<em>sl

otID1

... trayIDN</em>,[<em>drawerIDN,</em>]<em>slotIDN</em>)

[trayLossProtect=(TRUE | FALSE)]

[dataAssurance=(none | enabled)]

構文（ユーザ定義のボリュームグループ）

recreate storageArray mirrorRepository

repositoryVolumeGroup=<em>volumeGroupName</em>

[freeCapacityArea=pass:quotes[<em>freeCapacityIndexNumber</em>]

構文（ユーザ定義のドライブ数）

recreate storageArray mirrorRepository

repositoryRAIDLevel=(1 | 3 | 5 | 6)

repositoryDriveCount=<em>numberOfDrives</em>

(

  [driveMediaType=(HDD | SSD | unknown | allMedia)] |

  [driveType=(SAS | NVMe4K)]

)

[repositoryVolumeGroupUserLabel="userLabel"] |

[trayLossProtect=(TRUE | FALSE)] |

[drawerLossProtect=(true|false)] |

[dataAssurance=(none | enabled)]

パラメータ

パラメータ 説明

repositoryRAIDLevel ミラーリポジトリボリュームのRAIDレベル。有効な
値は'1''3’5’6`です
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パラメータ 説明

repositoryDrives ミラーリポジトリボリュームに使用するドライブ。
ドロワーIDの値は「1」～「5」です。スロットIDの
値は'1'～24’ですトレイIDの値、ドロワーIDの値、お
よびスロットIDの値は角かっこ（[]）で囲みます。以
下のルールを使用して、リポジトリボリュームの名
前を入力します。

大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID

の値は角かっこ（[]）で囲みます。

• トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロッ
トIDの値はすべて角かっこ（[]）で囲みます。

• トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロッ
トIDの値はカンマで区切ります。

• ドライブの位置はスペースで区切ります。

repositoryVolumeGroup' ミラーリポジトリボリュームが配置されているボリ
ュームグループの名前。

repositoryVolumeGroupUserLabel ミラーリポジトリボリュームの配置先となる新しい
ボリュームグループに付ける名前。ボリュームグル
ープ名は二重引用符（""）で囲みます。
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パラメータ 説明

「freeCapacityArea」 ミラーリポジトリボリュームの再作成に使用する、
既存のボリュームグループ内の空きスペースのイン
デックス番号。空き容量は、ボリュームグループ内
の既存のボリューム間の空き容量として定義されま
す。たとえば、ボリュームグループの領域が、ボリ
ューム1、空き容量、ボリューム2、空き容量、ボリ
ューム3、 空き容量：ボリューム2の次の空き容量を
使用するには、次のように指定します。

freeCapacityArea=2

show volumegroupコマンドを実行して’空き容量領域
が存在するかどうかを確認します

repositoryDriveCount ミラーリポジトリボリュームに使用する未割り当て
のドライブの数。

driveMediaType 情報を取得するドライブメディアのタイプ。有効な
値は次のとおりです。

• 「hdd」は、ドライブトレイにハードディスクド
ライブがあることを示します

• 「ssd」は、ドライブトレイにソリッドステート
・ディスクがあることを示します

• 「unknown」は、ドライブトレイ内のドライブメ
ディアのタイプを確認できることを示します

• 「allMedia」は、ドライブトレイ内にすべてのタ
イプのメディアがあることを示します

「ドライブタイプ」 ミラーリポジトリボリュームに使用するドライブの
タイプ。ドライブタイプを混在させることはできま
せん。

ストレージアレイ内に複数のドライブタイプがある
場合は、このパラメータを使用する必要がありま
す。

有効なドライブタイプは次のとおりです。

• 「SAS」

• 「NVMe4K」

ドライブタイプを指定しない場合、このコマンドは
デフォルトでany typeになります。
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パラメータ 説明

「trayLossProtect`」 ミラーリポジトリボリュームを作成するときにトレ
イ損失の保護を有効にする設定。トレイ損失の保護
を有効にするには’このパラメータをTRUEに設定しま
すデフォルト値は’FALSE’です

「drawerLossProtect`」 ミラーリポジトリボリュームを作成するときにドロ
ワー損失の保護を有効にする設定。ドロワー損失の
保護を有効にするには、このパラメータを「true」に
設定します。デフォルト値は’FALSE’です

注：

ミラーリポジトリボリュームのストレージスペースに対して入力した値が小さすぎると、ミラーリポジトリボ
リュームに必要なスペースの量を示すエラーメッセージがコントローラファームウェアから返されます。コマ
ンドではミラーリポジトリボリュームの変更は試行されません。ミラーリポジトリボリュームのストレージス
ペースの値に関するエラーメッセージに記載されている値を使用して、コマンドを再入力できます。

repositoryDrivesパラメータでは、大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方がサポートされま
す。大容量ドライブトレイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引
き出して、ドライブへのアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ド
ライブトレイの場合は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロット
のIDを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納さ
れているスロットのIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを
指定し、ドロワーのIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もありま
す。

ドライブを割り当てるときに、trayLossProtectパラメータをTRUEに設定し、いずれか1つのトレイから複数
のドライブを選択した場合、ストレージアレイはエラーを返します。trayLossProtect`パラメータをFALSEに
設定すると’ストレージ・アレイは操作を実行しますが’作成するミラー・リポジトリ・ボリュームにはトレイ
損失の保護がない可能性があります

コントローラファームウェアがドライブを割り当てるときに、trayLossProtectパラメータをTRUEに設定した
場合、トレイ損失の保護を持つ新しいミラーリポジトリボリュームを構成するドライブをコントローラファー
ムウェアが提供できない場合、ストレージアレイはエラーを返します。trayLossProtectパラメータをFALSEに
設定すると’ミラーリポジトリボリュームにトレイ損失の保護がない可能性がある場合でも’ストレージアレイ
は処理を実行します

Data Assurance管理

Data Assurance（DA）機能を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホスト
とドライブの間でデータが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。この機能を
有効にすると、ボリューム内の各データブロックに巡回冗長検査（CRC）と呼ばれるエラーチェック用のコ
ードが付加されます。データブロックが移動されると、ストレージアレイはこれらのCRCコードを使用し
て、転送中にエラーが発生したかどうかを判断します。破損している可能性があるデータはディスクに書き込
まれず、ホストにも返されません。

DA機能を使用する場合は、まず最初にDAがサポートされているドライブのみを含むプールまたはボリューム
グループを作成します。次に、DA対応ボリュームを作成します。最後に、DAに対応したI/Oインターフェイ
スを使用してDA対応ボリュームをホストにマッピングします。DAに対応したI/Oインターフェイスに
は、Fibre Channel、SAS、iSER over InfiniBand（iSCSI Extensions for RDMA/IB）があります。iSCSI over
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EthernetやSRP over InfiniBandではDAはサポートされていません。

すべてのドライブがDA対応の場合は’dataAssuranceパラメータをEnabledに設定し’特定の操作
でDAを使用できますたとえば、DA対応ドライブが含まれるボリュームグループを作成し、そ
のボリュームグループにDA対応のボリュームを作成できます。DA対応ボリュームを使用する
他の処理には、DA機能をサポートするオプションがあります。

「dataAssurance」パラメータが「enabled」に設定されている場合、Data Assurance対応のドライブのみが
ボリューム候補とみなされます。それ以外の場合は、Data Assurance対応ドライブとData Assurance対応で
ないドライブの両方が考慮されます。DA対応ドライブのみが使用可能な場合、新しいボリュームグループ
は、有効なDA対応ドライブを使用して作成されます。

最小ファームウェアレベル

6.10

7.10で、RAIDレベル6機能が追加されました

7.75で’dataAssuranceパラメータが追加されました

8.60で、「driveMediaType」、「repositoryVolumeGroupUserLabel」、「drawerLossProtect」パラメータが
追加されました。

外部セキュリティキーの再作成 - SANtricity CLI

recreate storageArray securityKey’コマンドは’外部セキュリティキー管理機能で使用する
ストレージアレイのセキュリティキーを再生成します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Security Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、外部キー管理にのみ適用されます。

構文
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recreate storageArray securityKey

passPhrase=<em>"passPhraseString"</em>

file="<em>fileName"</em>

[deleteOldKey=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

パスフレーズ セキュリティキーを外部ファイルに格納できるよう
に、セキュリティキーを暗号化する文字列。パスフ
レーズは二重引用符（""）で囲みます。

'file' セキュリティキーを含むファイルパスとファイル
名。例：

file="C:\Program

Files\CLI\sup\drivesecurity.slk"

ファイル名の拡張子は「.slk」でなけれ
ばなりません。

「deleteOldKey」と入力します 新しいセキュリティキーの作成後に外部キー管理サ
ーバから古いセキュリティキーを削除するには、こ
のパラメータを「true」に設定します。デフォルト
は「FALSE」です。

注：

パスフレーズは次の条件を満たしている必要があります。

• パスフレーズは8~32文字で指定する必要があります。

• 大文字を1つ以上含む。

• 小文字を1つ以上含む。

• 数字を1つ以上含む。

• パスフレーズには、英数字以外の文字（<>@+など）が少なくとも1文字含まれている必要があります。

パスフレーズがこれらの条件を満たしていない場合は、エラーメッセージが表示されます。

最小ファームウェアレベル

7.70
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11.73では’deleteOldKey’パラメータが追加されました

ディスクプールの容量を減らす - SANtricity CLI

set diskPool’コマンドは’プールからドライブを論理的に削除することにより’ディスク・
プールの容量を削減します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドでは、Dynamic Capacity Reduction（DCR）機能を使用します。この機能により、選択したドラ
イブをディスクプールから削除し、必要に応じてそのドライブを再利用できます。

1回のDCR処理でディスクプールから削除できる最大ドライブ数は60本です。ディスクプールの最小サイズを
下回るサイズを指定することはできません。

構文

set diskPool [<em>diskPoolName</em>]

removeDrives=(<em>trayID1</em>,[<em>drawerID1</em>,]<em>slotID1

... trayIDn</em>,[<em>drawerIDn</em>,]<em>slotIDn</em>)

パラメータ

パラメータ 説明

「diskPool」 容量を削減するディスクプールの名前。ディスクプ
ール名は角かっこ（[]）で囲みます。
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パラメータ 説明

「removeDrives」を参照してください 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID

の値は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

ディスクプール名は一意である必要があります。ユーザラベルには、英数字、アンダースコア（_）、ハイフ
ン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できます。ユーザラベルの最大文字数は30文字です。

グループを別途作成したり、不要な容量をストレージアレイから削除したりする必要がある場合は、選択した
ドライブをディスクプールから削除できます。削除したドライブは未割り当てのドライブになり、ドライブ上
のデータはディスクプール内の残りのドライブに再配置されます。ディスクプールの容量は、削除するドライ
ブの容量分だけ縮小されます。ディスクプールからのドライブの削除は必ずバックグラウンドタスクとして実
行され、処理中もボリュームは完全にアクセス可能な状態です。削除処理の進捗状況は、長時間の処理のステ
ータスの一部として報告されます。

ディスクプールから削除するドライブ上のすべてのデータを格納するための空き容量がディスクプールに残っ
ているドライブで十分に確保されていない場合、このコマンドは失敗します。ディスクプール内のリザーブ容
量は、ディスクプールから削除するドライブ上のデータの格納に使用されることがあります。ただし、リザー
ブ容量が重大しきい値を下回ると、メジャーイベントログに重大イベントが書き込まれます。

ディスクプールのサイズを縮小すると、必要なリザーブ容量が少なくなる可能性があります。場合によって
は、このコマンドが失敗する可能性を抑えるために、このコマンドを実行する前にリザーブ容量を削減し、デ
ィスクプールのデータに使用できるスペースの量を増やしてください。

削除できるドライブ数はコントローラファームウェアで指定されます。削除するドライブはユーザが選択でき
ます。コントローラファームウェアでは、再構築用にリザーブされた容量を消費せずに残りのドライブにデー
タを再分散するために必要な空きスペースの量に基づいてこのドライブ数を指定します。ディスクプールの空
き容量がすでに再構築ドライブのリザーブ容量よりも少ない場合、コントローラはDCR処理の開始を許可し
ません。

DCR処理によって、設定された容量がプール利用率のしきい値の一方または両方を超える可能性がありま
す。その場合は、通常のしきい値アラートが発行されます。
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最小ファームウェアレベル

8.10で

アレイラベルの削除 - SANtricity CLI

Remove array label’コマンドを使用すると’ストレージ・アレイのユーザー定義ラベルを
削除できます

サポートされているアレイ

このコマンドは、EF600およびEF300ストレージアレイを環境 します。

構文

delete storageArrayLabel label <em>userDefinedString</em>

delete storageArrayLabel all

パラメータ

パラメータ 説明

「userDefinedString」 ストレージアレイのユーザ定義のラベルを指定でき
ます。

最小ファームウェアレベル

8.60

非同期ミラーグループから不完全な非同期ミラーペアを削除す
る - SANtricity CLI

remove asyncMirrorGroupコマンドは’ストレージ・アレイ上の孤立したミラー・ペア・
ボリュームを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。
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コンテキスト（Context）

孤立したミラーペアボリュームは、非同期ミラーグループの一方（プライマリまたはセカンダリ）で非同期ミ
ラーグループのメンバーボリュームが削除され、もう一方では削除されていない場合に発生します。

孤立したミラーペアボリュームは、コントローラ間の通信がリストアされ、ミラー構成の両サイドでミラーパ
ラメータが調整されたときに検出されます。

このコマンドは、ミラー関係がローカルストレージアレイまたはリモートストレージアレイで正常に削除され
たにもかかわらず、通信の問題が原因で対応するストレージアレイでは削除できない場合に使用します。

構文

remove asyncMirrorGroup [<em>"asyncMirrorGroupName"</em>]

incompleteMirror volume=<em>"volumeName"</em>

パラメータ

パラメータ 説明

「asyncMirrorGroup」 孤立したボリュームを削除する非同期ミラーグルー
プの名前。非同期ミラーグループ名は、二重引用符
（""）で囲んだ上で角かっこ（[]）で囲みます。

「 volume 」 非同期ミラーグループから削除する孤立したボリュ
ームの名前。ボリューム名は二重引用符（""）で囲み
ます。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

SSD キャッシュからドライブを削除する - SANtricity CLI

set ssdCacheコマンドは、ソリッドステートディスク（SSD）を削除することによ
り、SSDキャッシュの容量を縮小します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。
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ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Support Adminロールが必要です。

構文

set ssdCache [<em>ssdCacheName</em>]

removeDrives=(<em>trayID1</em>,[<em>drawerID1</em>,]<em>slotID1 ...

trayIDn</em>,[<em>drawerIDn,</em>]<em>slotIDn</em>)

パラメータ

パラメータ 説明

「ssdCache」 SSDを削除するSSDキャッシュの名前。SSDキャッ
シュ名は角かっこ（[]）で囲みます。SSDキャッシュ
名が特殊文字を含んでいる場合または数字のみで構
成される場合は、SSDキャッシュ名を二重引用符（""

）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。

「removeDrives」を参照してください 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID

の値は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

このコマンドを使用して、SSDキャッシュからすべてのSSDを削除することはできません。少なくとも1本
のSSDをSSDキャッシュに残しておく必要があります。SSDキャッシュを完全に削除する場合は、代わり
に「delete ssdCache」コマンドを使用します。

最小ファームウェアレベル

7.84
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11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

ボリュームLUNマッピングの削除 - SANtricity CLI

remove lunMappingコマンドは'1つ以上のボリュームから論理ユニット番号（LUN）また
はネームスペースID（NSID）マッピングを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

構文

remove (volume [<em>"volumeName"</em>] | accessVolume) lunMapping

(host=<em>"hostName</em>" | hostGroup=(<em>"hostGroupName"</em> |

defaultGroup)

複数ボリュームのLUN / NSIDマッピングからLUN / NSIDマッピングを削除するための構
文

remove (allVolumes | volumes [<em>volumeName1 ... volumeNameN</em>])

lunMapping

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 LUN / NSIDマッピングを削除するボリュームの名
前。ボリューム名は、二重引用符（""）で囲んだ上で
角かっこ（[]）で囲みます。

「accessVolume」のようになります このパラメータではアクセスボリュームが削除され
ます。

「allVolumes」 このパラメータでは、すべてのボリュームからLUN

マッピングが削除されます。
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パラメータ 説明

「ボリューム」 LUN / NSIDマッピングを削除する複数のボリューム
の名前。以下のルールを使用して、ボリュームの名
前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ボリューム名が特殊文字を含んでいる場合または数
字のみで構成されている場合は、次のルールに従っ
て名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

ホスト ボリュームのマッピング先であるホストの名前。ホ
スト名は二重引用符（""）で囲みます。

このパラメータは、1個のボリュームからLUN / NSID

マッピングを削除する場合にのみ機能します。

「hostGroup」と入力します ボリュームのマッピング先であるホストを含むホス
トグループの名前。ホストグループ名は二重引用符
（""）で囲みます。defaultGroupの値は’ボリュームが
マップされているホストを含むホスト・グループで
す

このパラメータは、1個のボリュームからLUN / NSID

マッピングを削除する場合にのみ機能します。

注：

アクセスボリュームは、ストレージ管理ソフトウェアとストレージアレイコントローラ間の通信に使用され
るSAN環境内のボリュームです。アクセスボリュームがLUNアドレスまたはNSIDアドレスを使用し、アプリ
ケーションデータストレージには使用できない20MBのストレージスペースを使用します。アクセスボリュー
ムは、インバンド管理されるストレージアレイでのみ必要です。

アクセスボリュームを削除すると、構成が損傷する可能性があります。エージェントはアクセ
スボリュームを使用してストレージアレイと通信します。エージェントを実行しているホスト
からストレージアレイのアクセスボリュームのマッピングを削除すると、ストレージ管理ソフ
トウェアでエージェントを介してストレージアレイを管理できなくなります。

非アクセス・ボリュームまたはアクセス・ボリュームを指定する場合は’host’パラメータとhostGroupパラメー
タを使用する必要があります「allVolumes」パラメータまたは「volumes」パラメータを使用する場合、スク
リプトエンジンは「host」パラメータまたは「hostGroup」パラメータを無視します。
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最小ファームウェアレベル

6.10

整合性グループからメンバーボリュームを削除する -
SANtricity CLI

set consistencyGroupコマンドは、既存のSnapshot整合性グループからメンバーボリュ
ームを削除します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

必要に応じて、整合性グループからリポジトリボリュームメンバーを削除できます。

構文

set consistencyGroup [<em>"consistencyGroupName"</em>]

removeCGMemberVolume="<em>memberVolumeName</em>"

[deleteRepositoryMembers=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「consistencyGroupName」 メンバーを削除する整合性グループの名前。整合性
グループ名は、二重引用符（""）で囲んだ上で角かっ
こ（[]）で囲みます。

「removeCGMemberVolume」 削除するメンバーボリュームの名前。メンバーグル
ープ名は二重引用符（""）で囲みます。

deleteRepositoryMembersを指定します 整合性グループからすべてのリポジトリメンバーを
削除するかどうかを指定します。
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最小ファームウェアレベル

7.83

ストレージアレイディレクトリサーバの役割マッピングを削除
する - SANtricity CLI

「remove storageArray DirectoryServer」コマンドは、指定されたディレクトリサーバの
定義済みのロールマッピングを削除します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個 々 のストレージアレイに適用されま
す。E2700またはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Security Adminロールが必要です。

構文

remove storageArray directoryServer [<em>domainId</em>]

    (allGroupDNs | groupDNs=(<em>groupDN1 ... groupDNN</em>))

パラメータ

パラメータ 説明

「DirectoryServer」を参照してください ドメインIDを使用して、マッピングを削除するドメ
インを指定できます。

「allGroupDDN」 ドメインからすべてのグループの識別名のマッピン
グを削除できます。

「groupDND` 削除するグループの識別名（DN）を指定できます。

複数のグループを入力する場合は、値
をスペースで区切ります。

例
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SMcli -n Array1 -c "remove storageArray directoryServer ["domain1"]

                    groupDNs=("CN=company-distlist,OU=Managed,

                    OU=MyCompanyGroups,DC=hq,DC=mycompany,DC=com");"

SMcli -n Array1 -c "remove storageArray directoryServer ["domain1"]

                    allGroupDNs;"

SMcli completed successfully.

同期ミラーリングの削除 - SANtricity CLI

remove SyncMirror コマンドは’リモート・ミラー・ペアのプライマリ・ボリュームとセ
カンダリ・ボリュームの間のミラー関係を削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロ
ールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドの以前のバージョンでは、機能識別子は「remoteMirror」でした。この機能識別
子は有効ではなくなり' SyncMirror に置き換えられます

構文

remove syncMirror (localVolume [<em>volumeName</em>] |

localVolumes [<em>volumeName1 ... volumeNameN</em>])

パラメータ

パラメータ 説明

「localVolume」です 削除するプライマリボリューム（ローカルストレー
ジアレイ上のボリューム）の名前。ボリューム名は
角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名が特殊文字
を含んでいる場合または数字のみで構成される場合
は、ボリューム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角
かっこで囲む必要があります。
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パラメータ 説明

「localVolumes」を参照してください 削除する複数のプライマリボリューム（ローカルス
トレージアレイ上のボリューム）の名前。以下のル
ールを使用して、プライマリボリュームの名前を入
力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

プライマリボリューム名が特殊文字を含んでいる場
合または数字のみで構成されている場合は、次のル
ールに従って名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

最小ファームウェアレベル

6.10

非同期ミラーグループからボリュームを削除する - SANtricity
CLI

remove volume asyncMirrorGroupコマンドは’既存の非同期ミラー・グループからメンバ
ー・ボリュームを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

必要に応じて、非同期ミラーグループからリポジトリボリュームメンバーを削除できます。

このコマンドは、メンバーボリュームを削除する非同期ミラーグループを含むローカルストレージアレイでの
み有効です。
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構文

remove volume [<em>"volumeName"</em>]

asyncMirrorGroup=<em>"asyncMirrorGroupName"</em>

[deleteRepositoryMembers=(TRUE | FALSE)]

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 非同期ミラーグループから削除する特定のボリュー
ムの名前。ボリューム名は、二重引用符（""）で囲ん
だ上で角かっこ（[]）で囲みます。

「asyncMirrorGroup」 削除対象のメンバーボリュームを含む非同期ミラー
グループの名前。非同期ミラーグループ名は二重引
用符（""）で囲みます。

deleteRepositoryMembersを指定します 非同期ミラーグループからすべてのリポジトリメン
バーを削除するかどうかを指定します。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

ボリュームコピーの削除 - SANtricity CLI

'remove VolumeCopy target’コマンドは’ボリューム・コピー・ペアを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、Snapshotボリュームコピーペアに対して有効です。
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ファームウェア・バージョン7.83では’copyType=(online | offline)パラメータは使用されなくな
りました

構文

remove volumeCopy target [<em>targetName</em>] [source

[<em>sourceName</em>]]

パラメータ

パラメータ 説明

「target」と入力します 削除するターゲットボリュームの名前。ターゲット
ボリューム名は角かっこ（[]）で囲みます。ターゲッ
トボリューム名が特殊文字を含んでいる場合または
数字のみで構成される場合は、ターゲットボリュー
ム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む
必要があります。

「source」を参照してください 削除するソースボリュームの名前。ソースボリュー
ム名は角かっこ（[]）で囲みます。ソースボリューム
名が特殊文字を含んでいる場合または数字のみで構
成される場合は、ソースボリューム名を二重引用符
（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。

最小ファームウェアレベル

5.40

7.83で’copyType=(online | offline)パラメータが削除されました

SSDキャッシュの名前変更 - SANtricity CLI

set ssdCacheコマンドは、SSDキャッシュの名前を変更します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Support Adminロールが必要です。
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構文

set ssdCache [<em>old_ssdCacheName</em>]

userLabel=<em>"new_ssdCacheName</em>"

パラメータ

パラメータ 説明

「ssdCache」 名前を変更するSSDキャッシュの名前。SSDキャッ
シュ名は角かっこ（[]）で囲みます。SSDキャッシュ
名が特殊文字を含んでいる場合または数字のみで構
成される場合は、SSDキャッシュ名を二重引用符（""

）で囲んだ上で角かっこで囲む必要があります。

「userLabel」のように入力します SSDキャッシュの新しい名前。名前は二重引用符（""

）で囲みます。識別子には、英数字、アンダースコ
ア（_）、ハイフン（-）、ポンド（#）の任意の組み
合わせを使用できます。識別子の最大文字数は30文
字です。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

データパリティの修復 - SANtricity CLI

データパリティの修復コマンドは’データパリティエラーを修復します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドを使用する前に、ネットアップサポートに問い合わせて、影響を受けるファームウェア、ドライ
ブ、RAIDストライプに関するガイダンスを確認してください。
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構文

repair volume[volumeName] parity

   [startingLBA=LBAvalue]

   [endingLBA=LBAvalue]

   [repairMethods=(repairMethod . . . repairMethod)]

           Space delimited list where possible repair methods are:

reconstruct, unmap, updateP, updateQ, updateData, and writeZeros

   [repairPI=(TRUE|FALSE)]

   [suspectDrives=(trayID1,[drawerID1,]slotID1 . . .

trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn)]

   [timeout=(0-65535)]

パラメータ

パラメータ 説明

「 volume 」 パリティを修復するボリュームの名前。ボリューム
名は角かっこで囲みます（[]）。

「StartingLBA」 論理ブロックの開始アドレス。

「endinglba`」 論理ブロックの終了アドレス。

「修繕の神」 パリティエラーを修復する方法。使用可能な方法は
次のとおりです

• reconstruct：「suspectDrives」パラメータで指定
されたドライブを再構築します。

• UNMAP：R5/R6 dripbeボリュームで、R5/R6

RAIDストライプをマッピング解除する場合に使
用します

• updateP：データパリティの不一致タイプを修正
するために使用します。

• updateQ：データパリティの不一致タイプを修正
するために使用します。

• updateData：データパリティの不一致タイプを修
正するために使用します。

• writeZeros：R5/R6 drbeボリュームで、マッピン
グされたデータとマッピングされていないデータ
が混在する予期しないRAID 5 / 6ストライプが検
出された場合に使用します。ストライプ内のマッ
ピングされていないブロックを取得し、ゼロを書
き込むと、パリティを更新します
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パラメータ 説明

「修繕PI」 StartingLBAで始まるエクステント内のPIを修復する
には、trueに設定します。

「サスペンス・ドライブ」 再構築するドライブを指定します。

タイムアウト 処理を実行する時間（分）。

最小ファームウェアレベル

8.63

ボリュームパリティの修復 - SANtricity CLI

「ボリュームパリティの修復」コマンドは、ボリューム上のパリティエラーを修復しま
す。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ボリュームのパリティとボリュームのデータが一致しない場合は、ボリュームのパリティでは
なくボリュームのデータが破損している可能性があります。ボリュームのパリティを修復する
と、必要に応じて、破損したボリュームのデータを修復する機能が削除されます。

構文

repair volume [<em>volumeName</em>] parity

parityErrorFile=<em>"filename"</em>

[verbose=(TRUE | FALSE)]

パラメータ
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パラメータ 説明

「 volume 」 パリティを修復するボリュームの名前。ボリューム
名は角かっこ（[]）で囲みます。ボリューム名に特殊
文字または数字が含まれている場合は、ボリューム
名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必
要があります。

'parityErrorFile' エラーの修復に使用するパリティエラー情報を含む
ファイルのパスと名前。ファイル名は二重引用符（""

）で囲みます。例：

'file="C:\Program Files\CLI\sup\parfile.txt

「parityErrorFile」は、以前の「ボリュ
ームのパリティをチェック」操作の結
果です。

「冗長」 完了した割合などの進捗状況の詳細をキャプチャす
るための設定。ボリュームのパリティを修復する際
の情報を表示するために使用します。進行状況の詳
細をキャプチャするには、このパラメータを「true」
に設定します。進行状況の詳細をキャプチャしない
ようにするには’このパラメータをFALSEに設定しま
す

最小ファームウェアレベル

6.10

ドライブの交換 - SANtricity CLI

Replace drive replacementDriveコマンドを実行すると’ボリューム・グループ内のドライ
ブが置き換えられます

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ボリュームグループのドライブを交換すると、ボリュームグループの構成が再定義されます。このコマンドを
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使用して、ドライブを未割り当てのドライブまたは完全に統合されたホットスペアと交換できます。

構文

replace (drive \[trayID,[drawerID,]slotID\] \|

drives\[trayID1,[drawerID1,]slotID1 ... trayIDn,[drawerIDn,]slotIDn\]

 | <"wwID">)

replacementDrive=trayID,drawerID,slotID

[copyDrive][failDrive]

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID

の値は角かっこ（[]）で囲みます。

「ドライブ」 交換するドライブのWorld Wide Identifier（WWID

）。WWIDは二重引用符（""）で囲んだ上で山かっこ
（<>）で囲みます。

「replacementDrive」を参照してください 交換用として使用するドライブの場所。大容量ドラ
イブトレイの場合は、ドライブのトレイIDの値、ド
ロワーIDの値、およびスロットIDの値を指定しま
す。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブのト
レイIDの値とスロットIDの値を指定します。トレ
イIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「1」～「5」
です。スロットIDの値は'1'～24’です

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
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のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合は
、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要が
あります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロットのID

だけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワーのID

を「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

7.10

7.60で'drawerID'ユーザー入力が追加されました

インストールされた署名済み証明書をリセットする -
SANtricity CLI

reset controller arrayManagementSignedCertificateコマンドは、コントローラにインスト
ールされた署名済み証明書とルート/中間証明書をリセットします。すべてのルート証明
書と中間証明書、および署名済み証明書は、1つの自己署名証明書に置き換えられます。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個 々 のストレージアレイに適用されま
す。E2700またはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Security Adminロールが必要です。

構文

reset controller [(a|b)] arrayManagementSignedCertificate

パラメータ

パラメータ 説明

「controller」と入力します ルート/中間証明書を取得するコントローラをユーザ
が指定できます。有効なコントローラ識別子は、aま
たはbで、aはスロットAのコントローラ、bはスロッ
トBのコントローラですコントローラの識別子は角か
っこ（[]）で囲みます。

例
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SMcli -n Array1 -c "reset controller [a]

arrayManagementSignedCertificate;"

SMcli completed successfully.

最小ファームウェアレベル

8.40

コントローラのリセット - SANtricity CLI

reset controllerコマンドは、コントローラをリセットし、I/O処理を中断します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

リセットしたコントローラはデータパスから削除され、リセット処理が完了するまでI/O処理に
使用できません。リセット対象のコントローラが所有するボリュームをホストが使用している
場合は、そのコントローラに対するI/Oが拒否されます。コントローラをリセットする前に、コ
ントローラが所有するボリュームが使用中でないこと、またはそれらのボリュームを使用する
すべてのホストにマルチパスドライバがインストールされていることを確認してください。

インバンド管理を使用する場合は、どのコントローラにコマンドを送信するかを制御できず、
このコマンドから予期しない結果が返されることがあります。

構文

reset controller [(a|b)]

パラメータ
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パラメータ 説明

「controller」と入力します リセットするコントローラ。有効なコントローラ識
別子は「a」または「b」です。「a」はスロットAの
コントローラ、「b」はスロットBのコントローラで
すコントローラの識別子は角かっこ（[]）で囲みま
す。コントローラを指定しないと、ストレージ管理
ソフトウェアから構文エラーが返されます。

注：

reset controllerコマンドを受信するコントローラによって、指定されたコントローラがリセットされます。た
とえば、コントローラAのリセットを要求するreset controllerコマンドがコントローラAに送信される場合は、
ソフトリブートを実行してコントローラAがリブートされます。コントローラBのリセットを要求するreset

controllerコマンドがコントローラAに送信される場合は、コントローラAがコントローラBをリセットに保持
し、その後リセットからコントローラBを解放します。これはハードリブートです。一部の製品のソフトリブ
ートでは、IOCチップだけがリセットされます。ハードリブートでは、コントローラのIOCチップとエキスパ
ンダチップの両方がリセットされます。

最小ファームウェアレベル

5.20

ドライブのリセット - SANtricity CLI

reset driveコマンドは’ボリューム・グループまたはディスク・プール内のドライブの電
源を再投入して’動作に一貫性がないドライブまたは最適でないドライブのリカバリを支
援します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

ドライブの電源を再投入することで、原因 の一貫性がない動作または最適でない動作に関する一部のエラー
を解消できます。これにより、重大でない一時的なエラーがドライブで発生し、ドライブが引き続き動作して
いる場合に、ドライブの交換を回避できます。この方法でドライブをリセットすると、システムの停止が軽減
され、ドライブの交換を回避できます。

ドライブの電源を再投入することで問題を解決できない場合は、ドライブのデータがコピーされ、ドライブの
交換のために電源がオフになります。
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Pliant製のSSDドライブにこのコマンドを使用することはできません。ドライブの製造元を表示
するには、「show storageArray profile」コマンドまたは「show drive」コマンドを使用しま
す。

構文

reset drive([trayID,[drawerID,]slotID] | <"wwID">)

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID

の値は角かっこ（[]）で囲みます。

「ドライブ」 交換するドライブのWorld Wide Identifier（WWID

）。WWIDは二重引用符（""）で囲んだ上で山かっこ
（<>）で囲みます。

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロット
のIDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

ドライブの電源を再投入したら、そのドライブを使用可能な状態に戻す前に、ドライブが動作していることを
コントローラで確認する必要があります。検証できないドライブは、障害が発生したドライブとしてマークさ
れます。障害が発生したドライブの電源を再投入するには、グローバルホットスペアドライブが必要です。ま
た、ドライブが使用可能な状態になったら、交換用ドライブへのフルコピーが必要です。
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24時間以内に2回以上電源を再投入して、障害が発生したドライブをリセットすることはできません。状況に
よっては、障害が発生したドライブを2回以上リセットできない場合もあります。ドライブの電源の再投入の
しきい値とカウンタは永続的ストレージに保持され、状態キャプチャデータに含まれます。ドライブの電源を
再投入すると、情報イベントがログに記録されます。

最小ファームウェアレベル

8.20で

iSCSI IPアドレスのリセット - SANtricity CLI

reset iscsiIpAddressコマンドは、リモートストレージアレイのIPアドレスをリセットし
て、ローカルストレージアレイとの接続を再確立します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、一部制限付きで個々のストレージアレイを環境 接続します。E2700またはE5600のアレイに
対して実行する場合は、制限はありません。

このコマンドは、E4000、E2800、E5700、EF600、およびEF300のプラットフォームではサポ
ートされていません。

ロール

該当なし

コンテキスト（Context）

このコマンドを使用して、リモートストレージアレイのiSCSI IPアドレスが変更されたこと、および更新が必
要であることをローカルストレージアレイに通知できます。

iSCSI接続と非同期ミラーリング関係を確立する際、ローカルおよびリモート両方のストレージアレイは、リ
モートストレージアレイのIPアドレスを非同期ミラーリング構成に保存します。iSCSIポートのIPアドレスが
変わると、そのポートを使用しようとしているリモートストレージアレイで通信エラーが発生します。

IPアドレスが変更されたストレージアレイは、iSCSI接続を介してミラーリングするように設定された非同期
ミラーグループに関連付けられている各リモートストレージアレイにメッセージを送信します。このメッセー
ジを受け取ったストレージアレイは、リモートターゲットのIPアドレスを自動的に更新します。

IPアドレスが変更されたストレージアレイがコントローラ間のメッセージをリモートストレージアレイに送信
できない場合は、接続問題 のアラートが送信されます。ローカル・ストレージ・アレイとの接続を再確立す
るには’reset’コマンドを使用します

構文
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reset (remoteStorageArrayName="storageArrayName" |

remoteStorageArrayWwid=<wwID>)

iscsiIpAddress

パラメータ

パラメータ 説明

remoteStorageArrayName iSCSI IPアドレスをリセットするリモートストレージ
アレイの名前。ストレージアレイ名は二重引用符（""

）で囲みます。

remoteStorageArrayWwid iSCSI IPアドレスをリセットするストレージアレイ
のWorld Wide Identifier（WWID）。ストレージアレ
イ名の代わりにWWIDを使用してストレージアレイを
識別できます。WWIDは山かっこ（<>）で囲みま
す。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

非同期ミラーグループの統計をリセットする - SANtricity CLI

「reset storageArray arvmStats asyncMirrorGroup」コマンドは、非同期ミラーグループ
内の1つ以上のメンバーボリュームの同期統計を相対0にリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

構文

reset storageArray arvmStats asyncMirrorGroup

[<em>asyncMirrorGroupName</em>]

volume=<em>"volumeName"</em> sampleType=(all | mostRecent |

longestSyncTime | errors)
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パラメータ

パラメータ 説明

「asyncMirrorGroup」 同期の統計をリセットする非同期ミラーグループの
名前。非同期ミラーグループ名は角かっこ（[]）で囲
みます。非同期ミラーグループ名に特殊文字または
数字が含まれている場合は、非同期ミラーグループ
名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む必
要があります。

「 volume 」 このパラメータはオプションです。同期の統計をリ
セットする非同期ミラーグループ内の特定のメンバ
ーボリュームの名前。ボリュームを指定しない場合
は、非同期ミラーグループ内のすべてのメンバーボ
リュームの統計がリセットされます。

ボリューム名は二重引用符（""）で囲みます。

「sampleType」 このパラメータはオプションです。「sampleType」
のデフォルト値は「all」です。

• all — 3つのサンプルタイプすべてのデータがリセ
ットされます

• 「mostrecent」--最新の50件の再同期サンプルの
統計がリセットされます。

• longestSyncTime'--最新の20件の最も長い再同期
サンプルの統計情報がリセットされます

• errors--最新の20個の失敗した再同期サンプル
の統計情報がリセットされます

注：

Primaryロールでは、ミラーボリュームの統計がリセットされます。リセットされる統計には次のデータが含
まれます。

• 同期の開始時刻

• 同期タイプ（手動または定期的）

• 同期の期間

• 送信バイト数

• 最大および最小の書き込み時間（単一の書き込みの場合）

• 最大および最小の同期データ速度

• 合計書き込み時間

• リポジトリの使用率(%)

• リカバリポイントの経過時間
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最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

AutoSupport メッセージ収集スケジュールをリセットする -
SANtricity CLI

reset storageArray autoschedule' AutoSupport コマンドは、AutoSupport メッセージが管
理ソフトウェアによって生成されたランダムな値に送信される毎日および毎週の時間と
曜日をリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個 々 のストレージアレイに適用されま
す。E2700またはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

• 管理ソフトウェアは、日単位と週単位のメッセージに関しては時刻を、週単位のメッセージに関しては曜
日を、ランダムに選択します。

• 管理ソフトウェアは、1つの管理ドメイン内の2つのストレージアレイがスケジュールされたAutoSupport

メッセージを同時に送信しないように対処します。

構文

reset storageArray autoSupport schedule

パラメータ

なし

例

SMcli -n Array1 -c "reset storageArray autoSupport schedule;"

SMcli completed successfully.
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検証

スケジュールの変更結果を確認するには、「show storageArray autoSupport AutoSupport 」コマンドを使用
します。

最小ファームウェアレベル

8.40

ストレージアレイ診断データをリセットする - SANtricity CLI

reset storageArray diagnosticDataコマンドは’ストレージ・アレイの診断データを含
むNVSRAMをリセットします

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドでは診断データは削除されません。このコマンドは、要注意ステータスをDiagnostic Data

Availableステータスに置き換えます。古い診断データは、新しいデータがキャプチャされると自動的に上書き
されます。診断データを格納するメモリも、コントローラのリブート時にクリアされます。診断データをリセ
ットする前に、「save storageArray diagnosticData」コマンドを使用して診断データをファイルに保存しま
す。

このコマンドは、テクニカルサポートの助言の下で実行してください。

構文

reset storageArray diagnosticData

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.16
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ストレージアレイのホストポート統計のベースラインをリセッ
トする - SANtricity CLI

reset storageArray hostPortStatisticsBaselineコマンドは、ストレージアレイのホストポ
ートの統計ベースラインをリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、E4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300の個 々 のストレージアレイに適用されま
す。E2700またはE5600のストレージアレイに対しては機能しません。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage AdminまたはStorage Monitorロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、廃止されたを置き換えます ストレージアレイのInfiniBandの統計ベースライ
ンをリセットします、 ストレージアレイのiSCSIベースラインをリセットしますおよび ストレ
ージアレイのiSERベースラインをリセットします コマンド

構文

reset storageArray hostPortStatisticsBaseline type=(ISCSI| ISER | SRP |

NVMEOF)

パラメータ

パラメータ 説明

「type」と入力します 収集する統計のタイプを指定できます。有効な選択
肢は、「iscsi」、「isER」、「srp」、「NVMEOF」
です。

最小ファームウェアレベル

8.41

ストレージアレイのInfiniBand統計ベースラインをリセットす
る - SANtricity CLI

reset storageArray ibStatsBaselineコマンドは、ストレージアレイのInfiniBand統計ベー
スラインを0にリセットします。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロ
ールが必要です。

このコマンドは廃止され、で置き換えられました ストレージアレイのホストポート統計のベー
スラインをリセットします コマンドを実行します

構文

reset storageArray ibStatsBaseline

パラメータ

なし

注：

このコマンドは、ハードウェアとファームウェアで維持される生の数を実際にリセットするわけではありませ
ん。代わりに、ファームウェアは現在のカウンタ値のSnapshotを作成し、これらの値を使用して、統計が取
得されるときに数の違いを報告します。新しいベースライン時間は両方のコントローラに適用されるため、コ
ントローラの数が相互に同期されます。一方のコントローラがリセットされ、もう一方のコントローラがリセ
ットされない場合は、カウンタが同期されなくなります。統計とともに報告されるタイムスタンプデータが両
方のコントローラで異なるため、クライアントはコントローラが同期されていないことを認識します。

最小ファームウェアレベル

7.10

8.41で、このコマンドは廃止されました。

ストレージアレイの iSCSI ベースラインをリセットする -
SANtricity CLI

「reset storageArray iscsiStatsBaseline」コマンドは、ストレージアレイのiSCSIベース
ラインを0にリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。
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ロール

このコマンドをE4000、E2800、またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロ
ールが必要です。

このコマンドは廃止され、で置き換えられました ストレージアレイのホストポート統計のベー
スラインをリセットします コマンドを実行します

構文

reset storageArray iscsiStatsBaseline

パラメータ

なし

注：

このコマンドは、ストレージアレイ内の両方のコントローラのベースラインを0にリセットします。両方のコ
ントローラのベースラインをリセットする目的は、コントローラの数をコントローラ間で同期することで
す。1台目のコントローラがリセットされ、2台目のコントローラがリセットされない場合は、コントローラ
が同期していないことがホストに通知されます。ホストには、統計とともに報告されるタイムスタンプが通知
されます。

最小ファームウェアレベル

7.10

8.41で、このコマンドは廃止されました。

ストレージアレイの iSER ベースラインをリセットする -
SANtricity CLI

reset storageArray iserStatsBaselineコマンドは、ストレージアレイのiSERベースライン
を0にリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロ
ールが必要です。
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このコマンドは廃止され、で置き換えられました ストレージアレイのホストポート統計のベー
スラインをリセットします コマンドを実行します

構文

reset storageArray iserStatsBaseline

パラメータ

なし

注：

このコマンドは、ハードウェアとファームウェアで維持される生の数を実際にリセットするわけではありませ
ん。代わりに、ファームウェアは現在のカウンタ値のSnapshotを作成し、これらの値を使用して、統計が取
得されるときに数の違いを報告します。新しいベースライン時間は両方のコントローラに適用されるため、コ
ントローラの数が相互に同期されます。一方のコントローラがリセットされ、もう一方のコントローラがリセ
ットされない場合は、カウンタが同期されなくなります。統計とともに報告されるタイムスタンプデータが両
方のコントローラで異なるため、クライアントはコントローラが同期されていないことを認識します。

最小ファームウェアレベル

8.20で

8.41で、このコマンドは廃止されました。

ストレージアレイのRLSベースラインをリセットする -
SANtricity CLI

すべてのRLSのカウントを0に設定すると、「reset storageArray RLSBaseline」コマン
ドは、すべてのデバイスのRead Link Status（RLS）ベースラインをリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

構文
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reset storageArray RLSBaseline

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

5.00

ストレージアレイの SAS PHY ベースラインをリセットする -
SANtricity CLI

reset storageArray SASSPHYBaseline’コマンドは’すべてのデバイスのSAS物理層（SAS

PHY）ベースラインをリセットし'.csvファイルからエラーのリストを削除します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

「save storageArray SASSPHYCounts」コマンドを実行すると、「.csv」ファイルが生成されます。

以前のリリースのreset storageArray SASSPHYBaseline’コマンドでは’ドライブを除くすべての
デバイスのエラー数がクリアされていましたこれで’reset storageArray SASSPHYBaseline’コマ
ンドは’ドライブおよびその他のデバイスのSAS PHYベースラインをリセットするようになりま
したすべてのエラーは'.csvファイルから削除されます

構文

reset storageArray SASPHYBaseline

パラメータ

なし
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最小ファームウェアレベル

6.10

7.83で、ドライブのSAS PHYベースラインがリセットされました。

ストレージアレイの SOC ベースラインをリセットする -
SANtricity CLI

reset storageArray SOCBaseline’コマンドは、コントローラを介してアクセスされるす
べてのSwitch-On-a-Chip（SOC）デバイスのベースラインをリセットします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドは、すべてのSOCの数を0に設定することで、ベースラインをリセットします。このコマンド
は、アービトレーテッドループトポロジ内のFibre Channelデバイスに対してのみ有効です。

構文

reset storageArray SOCBaseline

パラメータ

なし

最小ファームウェアレベル

6.16

ストレージアレイのボリューム配分をリセットする -
SANtricity CLI

reset storageArray volumeDistributionコマンドは、すべてのボリュームを優先コントロ
ーラに再割り当て（移動）します。
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サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

構文

reset storageArray volumeDistribution

パラメータ

なし

注：

マルチパスドライバがインストールされていないホストでこのコマンドを使用する場合は、アプリケーション
エラーを回避するために、このコマンドが完了するまでボリュームへのI/O処理を停止する必要があります。

特定のホストオペレーティングシステム環境では、マルチパスホストドライバの再設定が必要になる場合があ
ります。また、オペレーティングシステムに対する変更を行って、ボリュームの新しいI/Oパスを認識させる
ことが必要になる場合もあります。

最小ファームウェアレベル

5.20

非同期ミラーグループの再開 - SANtricity CLI

resume asyncMirrorGroupコマンドは’非同期ミラーグループ内のすべてのミラーペア間
のデータ転送を再開します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。
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コンテキスト（Context）

非同期ミラーグループを中断している間にプライマリボリュームに書き込まれたデータが、セカンダリボリュ
ームにただちに書き込まれます。自動同期間隔が設定されている場合は、定期的な同期が再開されます。

構文

resume asyncMirrorGroup [<em>"asyncMirrorGroupName"</em>]

[deleteRecoveryPointIfNecessary]

パラメータ

パラメータ 説明

「asyncMirrorGroup」 同期を開始する非同期ミラーグループの名前。非同
期ミラーグループ名は、二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこ（[]）で囲みます。

「deleteRecoveryPointIfNecessary」です リカバリ可能な同期データがリカバリの時間のしき
い値を超えた場合にリカバリポイントを削除するた
めのパラメータ。リカバリポイントの経過時間は、
プライマリストレージアレイでデータが取得された
時間から計測されます。

最小ファームウェアレベル

7.84

8.10で、 deleteRecoveryPointIfNecessary パラメータ

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

整合性グループスナップショットボリュームの再開 -
SANtricity CLI

「stop cgSnapVolume」コマンドを使用して停止した整合性グループのSnapshotボリュ
ームを作成するためのcopy-on-write処理を再開するには、「resume cgSnapVolume」コ
マンドを使用します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。
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ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

構文

resume cgSnapVolume [<em>"snapVolumeName"</em>]

cgSnapImage=<em>"snapImageName"</em>

パラメータ

パラメータ 説明

cgSnapVolume 再開する整合性グループのSnapshotボリュームの名
前。整合性グループのSnapshotボリュームの名前
は、二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこ（[]）で
囲みます。

「cgSnapImage」をクリックします 再開する整合性グループ内のSnapshotイメージの名
前。Snapshotイメージの名前は次の2つの部分で構成
されます。

• 整合グループの名前

• 整合性グループ内のSnapshotイメージの識別子

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• 整合性グループ内のSnapshotのシーケンス番号で
ある整数値。

• ’new’-整合性グループに作成された最新
のSnapshotイメージを表示する場合は、このオプ
ションを使用します。

• oldest -整合性グループに作成された最も古
いSnapshotイメージを表示する場合は、このオプ
ションを使用します。

Snapshotイメージ名は二重引用符（""）で囲みます。

注：

Snapshotイメージの名前は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。

• 整合性グループの識別子

• Snapshotイメージの識別子
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たとえば、snapVol1という名前の整合性グループのSnapshotボリュームにあるSnapshot整合性グループsnap

group1で、Snapshotイメージ12345のcopy-on-write処理を再開する場合は、次のコマンドを使用します。

resume cgSnapVolume ["snapVol1"] cgSnapImage=["snapgroup1:12345"]

最小ファームウェアレベル

7.83

スナップショットイメージのロールバックを再開する -
SANtricity CLI

RESUME SnapImage rollbackコマンドは’一時停止状態になったロールバック・オペレー
ションを再開します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

処理のエラーが原因で、ロールバック処理が一時停止状態になることがあります。これにより、ストレージア
レイの要注意状態が発生します。

ロールバック処理を再開できない場合は、選択したSnapshotイメージが一時停止状態に戻り、要注意状態が
表示されます。

オンラインボリュームコピーに関与するSnapshotイメージには、このコマンドは使用できませ
ん。

構文

resume snapImage [<em>snapImageName</em>] rollback

パラメータ
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パラメータ 説明

「SnapImage」 ロールバック処理を再開するSnapshotイメージの名
前。Snapshotイメージの名前は次の2つの部分で構成
されます。

• Snapshotグループの名前

• Snapshotグループ内のSnapshotイメージの識別
子

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• Snapshotグループ内のSnapshotのシーケンス番
号である整数値。

• 最新-スナップショット・グループで作成された
最新のスナップショット・イメージを表示する場
合に’このオプションを使用します

• oldest - Snapshotグループに作成された最も古
いSnapshotイメージを表示する場合は、このオプ
ションを使用します。

Snapshotイメージ名は、二重引用符（""）で囲んだ上
で角かっこ（[]）で囲みます。

注：

Snapshotイメージの名前は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。

• Snapshotグループの識別子

• Snapshotイメージの識別子

たとえば、snapgroup1という名前のSnapshotグループ内にあるSnapshotイメージ12345のロールバック処理
を再開する場合は、次のコマンドを使用します。

resume snapImage ["snapgroup1:12345"] rollback;

最小ファームウェアレベル

7.83

スナップショットボリュームの再開 - SANtricity CLI

RESUME SnapVolume’コマンドは’停止したスナップショット・ボリューム操作を再開
します
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サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage Adminロールが必要です。

構文

resume snapVolume [<em>"snapVolumeName"</em>]

snapImage=<em>"snapCGID:imageID"</em>

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapVolume」 処理を再開するSnapshotボリュームの名
前。Snapshotボリューム名は、二重引用符（""）で囲
んだ上で角かっこ（[]）で囲みます。

「SnapImage」 Snapshotボリュームの処理を再開するSnapshotイメ
ージの名前。Snapshotイメージの名前は次の2つの部
分で構成されます。

• Snapshotグループの名前

• Snapshotグループ内のSnapshotイメージの識別
子

Snapshotイメージの識別子には次のいずれかを使用
できます。

• Snapshotグループ内のSnapshotのシーケンス番
号である整数値。

• 最新-スナップショット・グループで作成された
最新のスナップショット・イメージを表示する場
合に’このオプションを使用します

• oldest - Snapshotグループに作成された最も古
いSnapshotイメージを表示する場合は、このオプ
ションを使用します。

Snapshotイメージ名は二重引用符（""）で囲みます。
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注：

Snapshotイメージの名前は、次の2つの部分がコロン（：）で区切られています。

• Snapshotグループの識別子

• Snapshotイメージの識別子

たとえば、snapGroup1という名前のSnapshotグループ内にあるSnapshotイメージ12345のSnapshotボリュー
ムの処理を再開する場合は、次のコマンドを使用します。

resume snapVolume ["snapVol1"] snapImage="snapGroup1:12345";

snapGroup1という名前のSnapshotグループ内にある最新のSnapshotイメージに対するSnapshotボリューム
の処理を再開するには、次のコマンドを使用します。

resume snapVolume ["snapVol1"] snapImage="snapGroup1:newest";

最小ファームウェアレベル

7.83

SSDキャッシュを再開 - SANtricity CLI

RESUME ssdCacheコマンドは’suspend ssdCacheコマンドで一時的に停止したSSDキ
ャッシュを使用して’すべてのボリュームのキャッシュを再起動します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Support Adminロールが必要です。

構文

resume ssdCache [<em>ssdCacheName</em>]

パラメータ
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パラメータ 説明

「ssdCache」 キャッシュ処理を再開するSSDキャッシュの名
前。SSDキャッシュ名は角かっこ（[]）で囲みま
す。SSDキャッシュ名が特殊文字を含んでいる場合
または数字のみで構成される場合は、SSDキャッシ
ュ名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで囲む
必要があります。

最小ファームウェアレベル

7.84

11.80で、EF600およびEF300アレイのサポートが追加されました。

同期ミラーリングの再開 - SANtricity CLI

RESUME SyncMirror コマンドは’中断された同期ミラーリング操作を再開します

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、またはE5700のストレージアレイに対して実行するには、Storage Adminロ
ールが必要です。

コンテキスト（Context）

このコマンドの以前のバージョンでは、機能識別子は「remoteMirror」でした。この機能識別
子は有効ではなくなり' SyncMirror に置き換えられます

構文

resume syncMirror (primary [<em>volumeName</em>] |

primaries [<em>volumeName1 ... volumeNameN</em>])

[writeConsistency=(TRUE | FALSE)]

パラメータ
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パラメータ 説明

「プライマリ」 同期ミラーリング処理を再開するプライマリボリュ
ームの名前。プライマリボリューム名は角かっこ（[]

）で囲みます。プライマリボリューム名に特殊文字
または数字が含まれている場合は、プライマリボリ
ューム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで
囲む必要があります。

「原色」 同期ミラーリング処理を再開する複数のプライマリ
ボリュームの名前。以下のルールを使用して、プラ
イマリボリュームの名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

プライマリボリューム名が特殊文字を含んでいる場
合または数字のみで構成されている場合は、次のル
ールに従って名前を入力します。

• すべての名前は角かっこ（[]）で囲みます。

• 各名前は二重引用符（""）で囲みます。

• 名前はそれぞれスペースで区切ります。

「ライトコンシステンシ」 書き込み整合性グループ内のボリュームまたは分離
されているボリュームをこのコマンドで特定するた
めの設定。同一の書き込み整合性グループに属する
ボリュームの場合は、このパラメータを「true」に設
定します。別のボリュームの場合は、このパラメー
タを「FALSE」に設定します。

注：

「writeConsistency」パラメータを「true」に設定すると、ボリュームは書き込み整合性グループ（またはグ
ループ）に属している必要があります。このコマンドは、ボリュームを含むすべての書き込み整合性グループ
の同期ミラーリングを再開します。たとえば、ボリュームA、B、Cが書き込み整合性グループに属しており、
リモートに対応するA’, B’,およびC’がある場合、SyncMirror ボリュームの再開["A"] writeConsistency=trueコマ
ンドはA-A’, B-B’, C-C’を再開します。

最小ファームウェアレベル

6.10

ドライブの復活 - SANtricity CLI

revive driveコマンドは’指定されたドライブを強制的に最適状態にします
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サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

データアクセスが失われる可能性-このコマンドの正しい使用方法は、ボリュームグループ内の
すべてのドライブのデータ構成によって異なります。テクニカルサポートの指示がないかぎ
り、ドライブの再活性化を試行しないでください。

構文

revive drive [<em>trayID</em>,[<em>drawerID,</em>]<em>slotID</em>]

パラメータ

パラメータ 説明

「ドライブ」 大容量ドライブトレイの場合は、ドライブのトレ
イIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットIDの値
を指定します。小容量ドライブトレイの場合は、ド
ライブのトレイIDの値とスロットIDの値を指定しま
す。トレイIDの値は'0～99ですドロワーIDの値は「
1」～「5」です。

スロットIDの最大値はすべて24です。スロットIDの
値は、トレイのモデルに応じて0または1で始まりま
す。E2800コントローラおよびE5700コントローラと
互換性があるドライブトレイのスロットID番号は0か
ら始まります。E2700およびE5600コントローラと互
換性のあるドライブトレイのスロットID番号は1から
始まります。

トレイIDの値、ドロワーIDの値、およびスロットID

の値は角かっこ（[]）で囲みます。

注：

'drive’パラメータは’大容量ドライブトレイと小容量ドライブトレイの両方をサポートします大容量ドライブト
レイには、ドライブを格納するドロワーがあります。ドロワーをドライブトレイから引き出して、ドライブへ
のアクセスを提供します。小容量ドライブトレイにはドロワーはありません。大容量ドライブトレイの場合
は、ドライブトレイの識別子（ID）、ドロワーのID、ドライブが配置されているスロットのIDを指定する必要
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があります。小容量ドライブトレイの場合は、ドライブトレイのIDと、ドライブが格納されているスロットの
IDだけを指定する必要があります。小容量ドライブトレイの場合、ドライブトレイのIDを指定し、ドロワー
のIDを「0」に設定し、ドライブが格納されているスロットのIDを指定する方法もあります。

最小ファームウェアレベル

5.43

7.60で’drawerID’ユーザ入力が追加されました

スナップショットグループの復活 - SANtricity CLI

[revive SnapGroup]コマンドは’指定したスナップショット・グループを強制的に最適状
態にします

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

Snapshotグループが失敗状態でない場合はエラーメッセージが表示され、このコマンドは実行されません。

構文

revive snapGroup [<em>snapGroupName</em>]

パラメータ

パラメータ 説明

「SnapGroup」 最適状態に設定するSnapshotグループの名
前。Snapshotグループ名は角かっこ（[]）で囲みま
す。Snapshotグループ名が特殊文字を含んでいる場
合または数字のみで構成される場合は、Snapshotグ
ループ名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっこで
囲む必要があります。

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
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す。名前の最大文字数は30文字です。

最小ファームウェアレベル

7.83

スナップショットボリュームの復活 - SANtricity CLI

「revive SnapVolume」コマンドは、指定されたスナップショットボリュームを強制的に
最適状態にします。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

Snapshotボリュームは次のいずれかです。

• スタンドアロンのSnapshotボリューム

• 整合性グループのメンバーであるSnapshotボリューム

Snapshotボリュームが失敗状態でない場合はエラーメッセージが表示され、このコマンドは実行されませ
ん。

オンラインボリュームコピーで使用されているSnapshotボリュームには、このコマンドは使用
できません。

構文

revive snapVolume [<em>snapVolumeName</em>]

パラメータ
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パラメータ 説明

「SnapVolume」 最適状態に設定するSnapshotボリュームの名
前。Snapshotボリューム名は角かっこ（[]）で囲みま
す。Snapshotボリューム名が特殊文字を含んでいる
場合または数字のみで構成される場合は、Snapshot

ボリューム名を二重引用符（""）で囲んだ上で角かっ
こで囲む必要があります。

注：

名前には、英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を任意に組み合わせて使用できま
す。名前の最大文字数は30文字です。

最小ファームウェアレベル

7.83

ボリュームグループの復活 - SANtricity CLI

「revive volumegroup」コマンドは、指定されたボリュームグループとその関連する障
害が発生したドライブを強制的に最適な状態に設定します。

サポートされているアレイ

このコマンドは、すべてのSMcliパッケージがインストールされていれば、E4000、E2700、E5600、E2800

、E5700、EF600、EF300を含む個 々 のストレージアレイに適用されます。

ロール

このコマンドをE4000、E2800、E5700、EF600、またはEF300のストレージアレイに対して実行するに
は、Storage AdminまたはSupport Adminロールが必要です。

コンテキスト（Context）

データアクセスが失われる可能性-このコマンドの正しい使用方法は、ボリュームグループ内の
すべてのドライブのデータ構成によって異なります。テクニカルサポートの指示がないかぎ
り、ドライブの再活性化を試行しないでください。

構文

revive volumeGroup [<em>volumeGroupName</em>]

パラメータ
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パラメータ 説明

「volumeGroup」のように指定します 最適状態に設定するボリュームグループの名前。ボ
リュームグループ名は角かっこ（[]）で囲みます。

最小ファームウェアレベル

6.10
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